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|'推11

1又1上にァ11 ねヽ十「制御系で浄)るコン トロ
ーライ十す叫C

1引
‐
jt tヽ被 ‖刊ld l駐二lば)操作1止に 1ヽ、被‖刊仰Lと五逆υ)

|ヽ,か避け(「トオ
′していることカミオ,かる

R工うE(GC)六      (1)
スー|

1 文1 1 の「コンフィギーr レーションな: ホ| ヨン | ロ
ー

ライル叫Cを 用い て岳1算されナ「1嶋判iと行す叫か以 卜|ニホ

十兄 G 汁) る R か ' ) コン トロー| イr 夕l C で ′| ( され

たヘアリングでは、被怖Ⅲ御! 止几1 げ) | l f 十には二1 1 1 到達
ヤ
Gきるが、と2げ) | ドf報は二2 1 = : 判辻できないことが示

さオl、‖刊御系にr i l 題がぁると| 1引| | り|する

また、1文12げ)ヨンノィギュレーションを′|(Jコン

トローラ行ダJうをサキJしヽて!il算しナ「口rす叫迷イ]ダけがFに

示しナ丘である 見 では、彼‖刊御名tl史11の対角要素

がす,くて 1なヴ)で、た2と Fヽポ)才くアリンクをサ1l tヽた

lhl御系はli」布押ができるI!丁能|liがlr)ると
｀
+11忙できる.

と)″干

1女||〕tiよ|"1題ブラン トに才St てヽ 1ヽが 食也和itンた場合

ヴ)ネ1策例である 飽 lNllした 1ヽを 企1済1で|ドJケとした 11で

被制御士 五1を兄なから ろヽを操作するヨンフ ィギュ

レーションとなる こ ブ)ようにコン | 「ヽコー
ーラ行列を

|1子成する申:が様々なアクすf上工
~~夕、センJ十共常に

対する対策に結びつく

4  あ とがき

本発表では、フラン トワイドな制御系を実l l lする

ために制御ネl象が持つ情報流オRを Q i l lぷc―E I よヽてヽt行列

の形でデータ化する手法を提策 した、 こげ)共現をも

とにこ→′卜「エーラ ・コンフ ィギュレ
ーションを自動

生1戊さキ士ることもi l l市ヒGあ r )、 引ン(レ
ーータカミどの観

ル叫れユを兄て、 ど こを1快11チ'オ1ばよ【いかとtヽろ観点か

ら様々なアクチョ_エータ、センサ共付子にネ|して自動

的に対応策を検討できる道が開けたと考女_ , D れる.

1又12:‖iJ十仰ごきる「可有と|とが浄)る|"|

女た、1又1lυ)|"1胆におt Cヽ、彼‖刊イHI生五2υ)1快14二11士

に Lヽ げ) 代わ りに I i ↓を選択 したI X 1  2 のコンフィギュ

レーションの場合が Cで ある

3.1 影 響伝播の到達可能性の判定法

3.1.1 影 響伝播の表現方法

フラン ト行列 Cと ヨン トローラ行列 σ ブ)積の 片

来 (汁は11:の雑教)で ある (Gσ )たを計算すると影響

伝播が表現できる.

(cc)ん ブ)(,,ブ)要素が 1で ある場合、す番 日変数

σ)変化び)影響が ,番 日変数へ 浄ステ ックで到達する

ことを示 している.行 列 (CC)ん で被制御豊を示す収

日び)対角要素に 1が ||1現した場合、「被制御士の情報

がコン トローラを介して操作壁に伝わり、その影響

が言亥ちの被市1御星に到達 した」と解釈できる.

3.192 可 到達行列による判別

任意げ)ノー ドから到達可能なノー ドび)情報を持つ

行列を可到達行列兄 とう
｀
る,CCは ,み×7!行列とす

ると、兄の導|||はブール代教演算を利用すると式 (1)

で定義できる.
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